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華
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宮

澤

勘

次

は

じ
め
に

清
浄
観

は

、

仏

教

に

お

い
て

早

期

か

ら
、

自

性

・
自

然

と
し
て
尊
重
さ
れ
て
き
た
。

八
千
頒
般
若
経

(施
護
訳
)
は
、
「色
清
浄
故
即
果
清
浄
。
果
清
浄
故

即
色
清
浄
。
若
色
清
浄
若
果
清
浄
。
無
二
無
分
別
無
断
無
壊
故
。
(中

　ユ
ズ
　
　

略
)
虚
空
清
浄
故
。
般
若
波
羅
蜜
多
清
浄
。
」
と
の
べ
て
い
る
。

つ
ま

り
、
存
在

は
清
浄
で
あ
る
か
ら
、
持
戒

・
果
報
も
清
浄
な
の
で
あ
る
。

二
者
は
不

分
、
不
二
で
あ
る
。
ま
た
、
虚
空
が
清
浄
で
あ
る
か
ら
最
高

智
も
清
浄

な
の
で
あ
る
、
と

い
う
。

法
華
経

に
お
い
て
は
、
経
力
に
よ
り
六
根

の
清
浄
を
得
れ
ぼ
、
父
母

所
生

(自
然
)
の
ま
ま
で
、
六
根

の
神
通
力
を
発
揮
で
き
る
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
清
浄
性
は
、
戒

(吟
一9ρ)
を
保
持
す
る
行
為
生

活
か
ら
生
れ
る
。
法
華
経

の
な
か
に
も
戒

(塗
9)
は
序
品
か
ら
各
品
に

み
ら
れ
る
。

持
戒
者

が
破
戒
し
た
場
合
、
清
浄
性
は
失
わ
れ
る
が
、
破
戒
者
は
漸

塊

の
念

を

生

じ
、

…戯

悔

を

す

る

で

あ

ろ

う
。

こ
れ

に
よ
っ
て
清
浄
性
は
回
復
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
戒
と
戯
悔
と
は

一
枚
の

裏
表

で
あ
り
、
相
即
不
二
の
関
係
に
あ
る
。
例
え
ぼ
、
梵
網
経
の
よ
う

　ヨ

に
戒
経
に
繊
悔
の
項
が
あ
る
。

天
台
も
摩
詞
止
観
の
な
か
で
、
「律
文
二皆
有
二 リ

戯

法

一
。
俄

法

若

.
成

.

(4
)

レ
ハ
o

悉

ク
名
ン

清
浄
一 ト

。
」

と

い

っ
て

い

る
。

戒

法

の
存

在

す

る

と

こ
ろ

、

必
ず
繊
悔
思
想
が
潜
在
す
る
。

一

法
華
経
の
戒
思
想

中
世
関
東
天
台
の
学
匠
尊
舜
は
、
摩
詞
止
観
見
聞
の
な
か
で
、

「(法

　　
　

華
経
)

一
部
始
終
二
十
八
品
尽
皆
戒
法
也
。
」
と
の
べ
て
い
る
。

天
台
法
華
宗
学
生
式
問
答
は
、
最
澄
の
講
説

を
筆
受
し
た
も
の
と
い

わ
れ
る
が
、
こ
の
な
か
で
最
澄
は
、
仏
子
の
戒

つ
ま
り
菩
薩
戒
は
何
経

に
よ
る
べ
き
か
と

の
問

い
に
対
し
て
、
「正

ハ依

ゴ法
華
経

一
乗
戒
、
三

如
来
室
衣
座
戒
、
身
口
意
誓
.
四
安
楽
行
戒
、
普
賢
四
種
ノ
戒
二一
、

次

ニ
ハ

(
6
)

依
二リ

普
賢
経
三
師
諸
謹
同
学
二一

、

傍

.
依
二ル

梵
網
経

(中
略
)
等
.
大
乗
経
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二一

。
」
と
答

え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
菩
薩
戒
の
正
依
経
に
は
法
華
経
と
観

普
賢
経
と
を
あ
げ
て
い
る
。
法
華
経
で
は
ま
ず
、
法
師
品
に
説
く
、
「如

来
の
室
」

の
大
慈
悲
心
、
「如
来
の
衣
」
の
忍
辱
心
、
そ
し
て

「如
来

の
座
」

の

一
切
法
空
、

つ
ま
り

一
切

の
存
在
を
因
縁
所
生

(仮
和
合
)

と
み
る
空
観
を
戒
と
し
、
次
に
安
楽
行
品
の
、
身
口
意
三
業
に
つ
い
て

過
誤
を
厭
離
す
る
た
め
の
行
法
と
持
経
広
宣

の
誓
願

の
実
践
と
を
戒
と

し
、
さ
ら

に
普
賢
観
発
品
に
説
く
、

一
、
諸
仏
に
加
護
さ
れ
る
こ
と
、

二
、
多
く

の
善
根
を
殖
え
る
こ
と
、
三
、
不
退
転

の
信
仰
に
入
る
こ
と
、

四
、

一
切
衆
生
を
救
う
心
を
起
す
こ
と
の
四
法
を
戒
と
し
て
い
る
。

観
普
賢
経
は
、
法
華
経
の
結
経
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
三
師
諸
讃
同
学

　こ

と
は
、
山
家
学
生
式
に
依
れ
ば
受
戒

の
作
法

で
、
釈
尊
を
菩
薩
戒
和
上

と
し
、
文
殊
菩
薩
を
掲
磨
師
と
し
、
弥
勒
菩
薩
を
戒
教
授
と
し
、
十
方

の
諸
仏
を
、
謹
師
と
し
ま
た
同
学
伴
侶
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
自
然
得
戒

を
い
う
も

の
で
あ
る
。

尊
舜
の
鷲
林
拾
葉
紗
は
、
法
華
経

の
戒
思
想
を
数
数
論
じ
て
い
る
。

法
師
品

の
如
来
の
衣
座
室
に
つ
い
て
、
「此
衣
座
室
三
ヵ
三
諦
三
観
三

身
三
徳
也
。
戒
家
.心
ハ三
聚
浄
戒
也
。
如
来
衣
者
法
身
中
道
摂
律
義
戒

也
。
座
者
報
身
空
観
摂
善
法
戒
也
。
室
者
応
身
仮
諦
饒
益
有
情
戒

(摂

　
　
　

衆
生
戒
)
也
。」
と
い
う
。

次
に
、
安
楽
行
品
の
身

・
口

・
意

・
誓
願

の
四
安
楽
行
に
つ
い
て
、

「四
安
楽
行
戒
ト
者
三
聚
浄
戒
也
。
一
身
安
楽
行
者
律
接

(摂
)
儀
戒
也
。

　　
　

口
意
ハ
二
接
善
法
戒
也
。
誓
願
安
楽

ハ饒
益
有
情
戒
也
。
」
と
い
っ
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
天
台
、
法
華
文
句

の
解
釈
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。二

法
華
経
の
懺
悔
思
想

五
百
弟
子
受
記
品
は
、
五
百

の
阿
羅
漢

(声
聞
)
が
、
受
記
の
後
で

懺
悔
し
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「爾
.時
五
百
阿
羅
漢
。

於
テニ

仏
前
二一

。

得

レ
受
ル
フ
ヲ

レ

記

ヲ
巳

リ
。

歓

喜

跳

躍

メ
。

即
従
リレ

座
起
き

到
ニリ

於

仏
前
二一

。

頭

面

二
礼
シレ

足

.
。
悔

過

.
自

責

.
。

世

尊

.
。

我
等

常

二
作
シニ

是

.
念

ヲ一
。
、
自

謂
ヒ

ヌ

三

巳

二
得
二

。
究

寛

.
滅

度
ヲ一

。
今

乃

チ
知
レ
リ
レ

之
ヲ
。
如
カ
リ

シ
テ

ニ

無
知

.
者
ノ一

。

所

以

者

ハ
何

.
。

我
等

応
ニカ
リ
シ
ニ
レ

得

二
。

如

来

ノ
智

慧
ヲ一
。

小

智

ヲ
モ
ツ
テ

為
スレ
足

。
リ
ト
。
」

と

。

五
百
の
阿
羅
漢

は
、
自
利

の
小
乗

の
智
に
安

じ
て
増
上
慢
と
な
り
、

(10
)

利
他
の
仏
心
を
持
ち
あ
わ
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
懺
悔

し
た

の
で
あ
る
。

こ
の
梵
文
を
、
羅
什
は
悔
過
と
醗
じ
て
懺
悔

の
語
を
使
用
し
て
い
な

い
。

(11
)

方
便
品
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
は
、
「有
漸
憶
清
浄
」

の

一
句
で
あ
る
。
噺
慌

つ
ま
り
懺
悔
す
れ
ば
、
六
根
は
清
浄
に
帰
す
る
の

で
あ
る
。

漸
慌
と
懺
悔
と
は
概
念
的
に
区
別
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
世
親

の

　ヨ

具
舎
論
頒
は
、
「自
性
ハ蜥
慌
ト
根
ト
ナ
リ
。
」
と

い
い
、
円
暉
の
頒
疏

は
、

「自
性
蜥
悦
根
ト者
。
根
ハ謂
ク無
貧
等
三
善
根
及
漸
憶
,
二
ナリ
。
此
五
法
ハ
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(13
)

体
性
是
.善
。
猶
如
シ二

良
薬
ノ一

。

名
ク二

自
性
善
ト一

。
」

と

い

っ

て

い

る

。

こ
こ
で
自
性
善
と
は
自
性
清
浄
心
に
通
ず

る
も
の
で
、
そ
の
内
包
は
、

清
浄
心
と
漸
悦
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
漸
憶
と
懺
悔
と
を
区
別
す
る
必

要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

天
台
は
法
華
文
句

の
な
か
で
、
方
便
品
の
こ
の

一
行
は
、
衆
生
が
仏

　
ぬ
　

に
遇
っ
て
記
を
受
け
る
次
第
を
頒
す
る
も
の
と
の
べ
て
い
る
。

天
台
は
、
戒
思
想
を
尊
重
す
る
と
同
時
に
、
法
華
経
を
ベ
ー
ス
と
し

て
懺
悔
の
哲
学
を
構
築
し
、
事
と
理
の
懺
悔
思
想
を
打
ち
出
し
た
。
摩

詞
止
観

で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「普

賢

観

一云
ク
。

専

フ諦
メ二

大
乗
ヲ一

不

レ
入
一フニ

三
昧
二一

。
日
夜
六
時
懺
ス二

六
根
罪
ヲ一

。

安

楽

行

品

二
云

ク
。

於
テ二

諸
法
二一

無
クニ

所

行

一。

亦

不

レ行
セニ

不
分
別
ヲ一

。

二
経

ハ
本

ト
為
スニ

相
成
ス
ル
]
ト

一

。
豊

二
可
ケ
ン
ヤ

ニ

執
メレ

文

二拒

、、競
フ一

。
蓋

。
乃

為
テレ

縁
ト
前
後
互
出
.
。
非
レニ

碩

イ
ニ
異

ナ
ル
ニ

一

也
。
安
楽
行
品
.護
持
読
論
解
説
深
心
礼
拝
等
。
豊
非
スレ

事

二
耶
。
観

経

ニ
ハ
明
スニ

無
相

.懺

悔
ヲ一

。

我

心

自

オ
空

ナ
,
罪

福

二無
シレ

主

。

慧

日

能

ク
清

除

。
。

豊

(
15

)

ド夢
ス
ヤ
レ

理

二
耶

。
」

と

。

観
経
と
法
華
経
と
は
影
略
互
顯
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
両
者
、
表
現

は
異
な

っ
て
も
、
懺
悔
を
指
す
点
で
同
義
で
あ
る
。

安
楽
行
品
に
い
う
、
法
華
経

の
護
持
、
読
諦
、
解
説
等
は
、
有
相
の
、

事

(行
為
)

の
懺
悔
で
あ

っ
て
、
こ
の
懺
道
に
よ
っ
て
六
根
清
浄
を
得

る
の
で
あ

る
。

法
師
品
、
法
師
功
徳
品
等

に
は
、
受
持

・
読

・
諦

・
解
説

・
書
写

の

五
種
修
行

の
功
徳
が
説
か
れ
、
法
師
功
徳
品
で
は
、
六
根
清
浄
の
果
徳

が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
天
台
は
、
こ
の
五
種
修
行
を
事
の
懺
悔
と
読
む

の
で
あ
る
。

天
台
は
理

(無
相
)

の
懺
悔
を
説
き
、
所
依

と
し
て
観
普
賢
経

の
、

「我
心
自
空
。
罪
福
無
主
。
」
を
あ
げ
て
い
る
。

懺
悔
は
、自
己
及
び
自
己
の
行
為
を

一
切
否
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

造
悪
破
戒
以
上

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
大
勇
猛
心

を
、
事

の
懺
悔
に
お
い
て
は
読
諦
等

の
修
行

の
経
力
に
よ
り
得
る
の
で

あ
る
。
理
の
懺
悔
に
お
い
て
も
、
事
の
修
行
を
た
よ
り
と
し
、

一
切
存
在
が

因
縁
仮
和
合

の
空

(無
)
相
で
あ
る
と
い
う
実
相
に
体
達
し
、
懺
悔
す

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
経
力
に
拠
る
こ
と
に
事

・
理
懺
共
に
か
わ
り
は

な
い
。
し
か
し
、
こ
の
罪
福
無
主
の
思
想
は
、
法
華
経
提
婆
達
多
品
、
龍
女

偶

讃

の
、

「深

ク
達
メ二

罪
福
相
二一

。

遍

照
シ
玉
フ

二

於
十
方
ヲ一

。
」

と
説

く

と

こ
ろ

に

ほ

か

な

ら

な

い
。

そ
こ
で
天
台
は
法
華
文
句
で
、
「今
偶
深
達
シ二

無
罪
無
福
,～
。

入

リ二

一
実

相
二一

名

テ
為
ス二

深
達
ト一

也

。
十

方

即

十

法

界

。

同

.
ク
以
テ二

実
慧
ヲ一

朗
スレ

之

チ
。

故

(
16
)

二
言
フ二

遍
照
ト
一

也

。
」

と

い

っ

て

い

る

。

理
の
懺
悔
思
想
も
ま
た
、
法
華
経
に
深
く
根

を
お
く
も
の
と

い
わ
な

け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
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三

法
華
経
と
観
普
賢
経
と
金
光
明
経

懺
法
に
関
す
る
、
観
普
賢
経
と
法
華
経
と
の
影
略
互
顯
の
関
係
は
、

天
台
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
最
澄
も
法
華
秀
旬

の
な
か

(
17
)

で

、

「当

ニシ
レ

知

ル
。
普

賢

経

者

ハ
。
能

結

.
法
華

経

也

。
」
と

い

っ
て

い
る
。

今
日
、
観
普
賢
経
の
天
台
疏
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
円
珍
は
入
唐

中
、
天
台
疏
を
目
賭
し
た
よ
う
で
、
智
者
釈
、
天
台
解
と
し
て
数
々
そ

れ
を
、
円
珍
観
普
賢
経
文
句
記
に
引
用
し
て
い
る
。

文
句
記

に
よ
れ
ば
、
観
経

の
経
体
は
、
第
五
味
法
華

の
結
経
で
あ
る

と
い
う
。

そ
し
て
経
宗
は
、
六
根
懺
悔

の
法
に
よ
っ
て
、
父
母
所
生
の

肉
身
の
ま
ま
で
清
浄
法
身
に
成
仏
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
断
疑
生

信
を
経
の
力
用
と
す
る
が
、

一
切
懺
悔
に
よ
っ
て
生
身

の
普
賢
菩
薩
を

感
見
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
感
応
道
交
を
得
る
こ
と
が
最
勝
の
功
徳
で

(18
)

あ
る
と
い
う
。

法
華
、
普
賢
勧
発
品
で
は
、
受
持
読
諦
等
五
種
修
行
を
、
六
根
清
浄

の
普
賢
行
と
し
て
い
る
が
、
観
普
賢
経
で
は
、
六
根
懺
悔

の
法
を
普
賢

行
と
し
て
い
る
。

昼
三
時

、
夜
三
時
、
十
方

の
諸
仏
に
対
し
て
五
体
投
地
の
礼
を
行

い
、

法
華
経

の
方
便
、
法
師
、
安
楽
行
品
等
を
諦
し
、
諸
法
皆
空

の
実
相
観

に
よ
り
六
根
懺
悔
を
行

い
ば
、

一
刹
那
の
即
の
瞬
間
に
六
根
は
清
浄
に

帰
す
る
。

そ
の
効
果
は
、
好
相
を
見
る
三
昧

の
境
地
と
陀
羅
尼
と
を
得

る
こ
と

に
よ
っ
て
証
さ
れ
る
。
好
相
と
は
、
六
牙

の
白
象
に
乗
っ
た
三
十

二
相

瑞
厳
の
普
賢
菩
薩
が
、
同
様
の
無
数
の
菩
薩
と
共
に
立
ち
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
夢
中
で
も
よ
い
。
夢
は
、
心
裡
の
真
実
を
見
せ

る
か
ら
。

好
相
に
つ
い
て
の
説
相
も
、
陀
羅
尼

の
内
容

も
、
法
華
経
と
観
普
賢

経
と
全
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
観
経
は
、
法
華
経
の
懺
悔
思
想
が

顯
在
化
し
た
懺
悔
経
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

金
光
明
経
も
ま
た
、
そ

の
正
宗
分
は
、
寿
量

品
、
懺
悔
品
等
四
品
で

あ
り
、
懺
悔
品
以
下
の
三
品
に
お
い
て
は
、
眼
耳
鼻
等
六
根
及
び
身
口

(19
)

意
三
業
に
つ
い
て
の
一
切
懺
悔

に
よ

り

、

六

根

清

浄
を
期
す
る
の
で
あ
る
。

天
台
は
金
光
明
経
文
句

の
な
か
で
、
懺
悔

の
三
種
と
し
て
、

一
に
作

　　

法
、
二
に
取
相
、
三
に
無
生
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
区
別
は
、
懺
悔

の

対
象

(処
)
及
び
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

作
法
と
は
受
持
、
読
諦
等

の
修
行
で
あ
り
、
取
相
と
は
好
相
を
見
る

こ
と
を
い
い
、
無
生
と
は
空
相
を
懺
処
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り

理
懺
で
あ
つ
て
、
法
華
、
龍
女

の
偶

の
、
「罪
福

(無
主
)
相
」
を
懺
処

と
す
る
。

法
華
経

と
金
光
明
経
と
、
そ
の
思
想
と
表
現
と
は
数
々

一
致
す
る
。

金
光
明
経
は
、
法
華
経
の
懺
悔
思
想
を
表
出
し
た
派
生
経

で
あ
ろ
う
。

<キ
ー

ワ
ー

ド
>
戒
、
懺
悔

、
六
根
清
浄

(立
正
大
学
大
学
院
終

了
・文
博
)
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